




要約:親子関係の障害などが関与する小児の疾患(病態)の 3 課題につき医学・家庭社会病

理の視点から分担研究した。1)虐待の予防に関する研究(松井一郎)、2)小児心身症に関す

る研究(星加明徳)、3)神経性食思不振症児に関する研究(渡辺久子)で、いずれもの課題に

ついて医学の問題点解明に加えて、家庭や社会背景の問題点や対応策を考察した。生活環

境の変化で家庭・社会病理が不可避的に進行する中で、これらの疾患の実態把握と解析か

ら対応策を提言した。


